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東
教
育
財
団
で
は
、
大
阪
市
中
央
区

内
の
学
校
教
育
並
び
に
社
会
教
育
の

育
成
と
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す

る
た
め
、
学
校
教
育
活
動
並
び
に
社
会

教
育
団
体
等
が
行
う
社
会
教
育
活
動
、

生
涯
学
習
活
動
及
び
地
域
文
化
・
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

 

令
和
六
年
度
は
、
昨
年
四
月
の
助
成

決
定
の
と
お
り
、
七
八
件
、
総
額
一
、

三
五
五
万
円
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。 

 

助
成
金
の
種
別
ご
と
の
助
成
件

数
・
金
額
、
助
成
対
象
事
業
の
具
体
例

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

  

中
央
区
内
の
幼
稚
園
、
小
学
校
及
び

中
学
校
に
対
し
て
、
二
〇
件
、
総
額
四

五
〇
万
円
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。 

 

   

    

 

 「
多
様
な
体
験
を
通
し
て 

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
行
事
活
動
」 

 

            

銅
座
幼
稚
園
で
は
、
幼
児
に
多
様
な
体

験
の
機
会
を
与
え
る
た
め
に
、
茶
道
の
指

導
や
パ
ス
テ
ル
画
の
指
導
を
受
け
る
ほ

か
、
人
形
劇
団
『
ク
ラ
ル
テ
』
さ
ん
に
よ

る
人
形
劇
鑑
賞
会
も
実
施
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
事
業
を
実
施
す
る
中
で
、
様
々
な

活
動
を
体
験
す
る
こ
と
で
感
性
や
表
現 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

方
法
が
豊
か
に
な
っ
た
ほ
か
、
幼
児
一
人

ひ
と
り
が
安
心
し
て
幼
稚
園
生
活
を
過
ご

す
姿
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

（
助
成
額
一
八
万
五
千
円
） 

 
    

 

 
 
 
 
 

 

「
多
文
化
共
生
を
め
ざ
す
学
校
つ
く
り 

授
業 

～
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
実
践
を
通
し
て
～
」 

 

南
小
学
校
で
は
、
外
国
に
つ
な
が
る
児

童
が
多
数
在
籍
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
み

な
み
Ｅ
Ｓ
Ｄ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
い
う
独

自
の
取
組
み
に
よ
る
多
文
化
共
生
教
育
の

実
施
や
平
和
教
育
の
推
進
に
お
け
る
、
平

和
へ
の
願
い
に
つ
い
て
の
学
習
を
す
す
め

る
こ
と
に
よ
り
、
平
和
へ
の
願
い
を
自
分

事
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
図
書
室
の
整
備
・

改
善
に
よ
り
、
世
界
の
言
語
に
親
し
む
こ 

 

 

 

    

と
が
で
き
る
多
種
多
様
な
図
書
を
そ
ろ

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

   

（
助
成
額
三
〇
万
円
） 

「
伝
統
文
化
の
学
習
及
び 

学
力
向
上
推
進
事
業
」 

 
 

     

  

中
央
小
学
校
で
は
、
伝
統
文
化
の
学

習
に
お
い
て
、
雅
楽
奏
者
に
よ
る
演
奏

会
・
交
流
会
を
実
施
し
、
日
本
の
伝
統

的
な
音
楽
に
触
れ
、
雅
楽
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
で
雅
楽
に
親
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
漢
字
検
定
の
受
験
を

通
じ
て
、
漢
字
学
習
の
定
着
を
図
る
契

機
に
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
で
の
自
主

学
習
時
間
を
自
分
で
確
保
し
学
ぶ
こ
と

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 

     

（
助
成
額
三
〇
万
円
） 

    

学
校
教
育
事
業
助
成 
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東
教
育
財
団
だ
よ
り 

「雅楽鑑賞風景」 

 

令
和
六
年
度
に
助
成
し
た
事
業
を
紹
介
し
ま
す 

「語り部から戦争体験を聞く平和教育風景」 

「人形劇鑑賞会風景」 



 
 （２） 

 

 
社
会
教
育
団
体
に
対
し
て
、
一
〇
件
、

総
額
二
九
五
万
円
の
助
成
を
行
い
ま
し

た
。 

「
子
ど
も
の
健
全
育
成 

お
よ
び
環
境
整
備
事
業
」 

        

中
央
区
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議
会

に
お
い
て
は
、
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
や

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
競
技
大
会
を
通
じ
て
、

こ
ど
も
た
ち
が
協
調
性
や
礼
儀
を
身
に

付
け
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も
た
ち
の
交
流

と
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
中
央
区
子
ど
も
大
会
で
は
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
競
技
で
、
地
域
の
こ
ど

も
た
ち
が
、
小
学
校
下
の
枠
を
超
え
て
交

流
の
輪
を
育
み
、
健
全
な
心
身
を
作
る 

    

 
 
 
 
 

 

         
  

  

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

鼓
隊
で
は
、
音
楽
に
親
し
み
、
文
化
的

教
養
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
活
動

を
通
じ
て
仲
間
と
指
導
者
と
の
信
頼
関

係
に
基
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
を 

育
む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。     

  

（
助
成
額
四
〇
万
円
） 

「
区
内
青
年
層
の
情
報
交
換
と 

 

交
流
を
推
進
す
る
事
業
」 

         

中
央
区
青
年
団
体
協
議
会
で
は
、
区

民
ま
つ
り
に
お
い
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
行
い
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
、

リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
を
区
民
向
け

に
啓
発
し
、
各
ブ
ー
ス
の
人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で 

             

  

き
ま
し
た
。
青
年
会
員
を
対
象
と
し
た
研

修
会
や
中
央
区
盆
お
ど
り
大
会
で
の
総

踊
り
な
ど
の
活
動
で
は
、
地
域
活
性
化
や

青
少
年
育
成
活
動
の
活
性
化
、
区
民
の
連

帯
感
と
わ
が
町
意
識
の
高
揚
に
寄
与
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

 
            

（
助
成
額
四
〇
万
円
）  

 
 
 

 

 

生
涯
学
習
団
体
に
対
し
て
、
五
件
、
総

額
五
〇
万
円
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。 

「
南
小
学
校
生
涯
学
習
ル
ー
ム
事
業
」 

 

南
小
学
校
生
涯
学
習
ル
ー
ム
で
は
、
地

域
住
民
の
生
涯
学
習
や
交
流
を
目
的
と 

      

         

  

し
た
講
座
や
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
教
室
等
を

開
催
し
ま
し
た
。
舞
台
発
表
等
の
機
会
が

交
流
や
生
活
の
張
り
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
増
や
す
こ
と

で
、
こ
ど
も
た
ち
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
話
会
の
実

施
後
は
、
次
回
開
催
の
問
い
合
わ
せ
や
、

同
じ
本
を
図
書
館
で
探
す
な
ど
の
行
動

に
つ
な
が
る
な
ど
、
児
童
の
読
書
活
動
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
。 

         

（
助
成
額
一
〇
万
円
） 

 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
の
振
興
に
寄

与
す
る
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
て
、
二

八
件
、
総
額
三
六
〇
万
円
の
助
成
を
行
い

ま
し
た
。 

「
子
供
獅
子
教
室
」 

い
く
た
ま
子
供
獅
子
保
存
会
で
は
、
上

町
台
地
に
伝
わ
る
「
子
供
獅
子
」
の
文
化

を
こ
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
で
、
そ
の
伝

承
と
保
存
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
文
化

の
後
継
者
を
育
成
す
る
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
子
供
獅
子
」
は
、
地
域
に
根

付
く
伝
統
文
化
で
あ
り
、
本
教
室
を
通
し

て
次
の
世
代
へ
そ
の
伝
承
と
保
存
を
受 

         
 
 

    
 

 

            

社
会
教
育
事
業
助
成 

地
域
文
化
事
業
助
成 

生
涯
学
習
事
業
助
成 

「キッズダンス教室の皆さんによるパフォーマンス」 



 
 

  
 

（３）  

け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
恒

例
活
動
と
し
て
、
保
護
者
や
地
域
住
民
と

の
交
流
の
機
会
を
作
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。 

 
 
 

（
助
成
額
十
二
万
円
） 

  

 

 

       

「
科
学
教
室
（
磁
石
の
勉
強
と 

磁
石
を
利
用
し
た
工
作
作
り
）
」 

大
阪
市
シ
ル
バ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連

絡
協
議
会
で
は
、
中
央
区
の
こ
ど
も
た
ち

に
科
学
教
室
の
授
業
を
通
じ
て
「
磁
石
」

の
働
き
の
理
解
を
深
め
、
創
造
的
な
化
学

能
力
の
開
発
を
行
い
ま
し
た
。「
磁
石
」

の
働
き
を
通
し
て
、
自
ら
科
学
に
興
味
を

持
ち
、
論
理
的
な
思
考
力
を
身
に
付
け
た

り
、
創
造
力
豊
か
な
こ
ど
も
に
な
れ
る
よ

う
注
力
し
取
り
組
ん
で
お
り
、
私
た
ち
の 

       

 

  

  

         
活
動
が
、
学
校
教
育
以
外
の
立
場
で
世

代
間
交
流
し
て
い
く
こ
と
で
、
お
役
に

立
て
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
助
成
額
八
万
円
） 

「
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」 

北
大
江
地
区
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員

会
・
北
大
江
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会
で
は
、
中
央
区
で
住
み
、
働

き
、
学
び
、
訪
れ
る
人
々
に
、
身
近
な

場
所
で
都
心
生
活
の
文
化
・
芸
術
的
な

楽
し
み
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち

の
魅
力
を
広
く
情
報
発
信
す
る
た
め
、

「
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」
と

題
し
て
、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
や
地
域
一

帯
に
文
化
・
芸
術
的
交
流
の
輪
が
広
が 

         

  

る
週
間
イ
ベ
ン
ト
、
楽
器
体
験
レ
ッ
ス
ン

に
よ
る
芸
術
文
化
の
担
い
手
育
成
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業

を
通
じ
て
、
身
近
な
ま
ち
の
魅
力
を
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、
相
互
の
交
流
を
深

め
、
都
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
寄

与
し
ま
し
た
。    

（
助
成
額
十
二
万
円
） 

             

中
央
区
内
の
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
振

興
に
寄
与
す
る
事
業
を
行
う
団
体
に
対

し
て
、
一
五
件
、
総
額
二
〇
〇
万
円
の
助

成
を
行
い
ま
し
た
。 

「
第
五
六
回
中
大
江
校
下
盆
踊
り
大
会
」 

中
大
江
校
下
盆
踊
り
大
会
実
行
委
員 

           

  

会
は
、
盆
踊
り
の
開
催
を
通
じ
て
、
地
域

住
民
の
和
を
図
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育

成
及
び
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
寄
与
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
初
日
は
、

豪
雨
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
翌

日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
例
年
以
上
の
二
、

〇
〇
〇
人
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
校
下
に
あ
る
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
の
こ

ど
も
た
ち
に
よ
る
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス

の
披
露
や
万
博
音
頭
を
踊
る
な
ど
し
、
会

場
全
体
が
盛
り
上
が
り
、
地
域
住
民
と
在

勤
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も
た
ち
や
青
少
年

の
健
全
育
成
、
新
旧
住
民
の
交
流
と
地
域

の
ふ
れ
あ
い
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 
 
 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

 

 

                 

「磁石の働きを学べる“キツツキのおもちゃ”を工作中」 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

「北大江公園ライブ風景」 



                             

  
   

  

中
央
区
北
浜
三
丁
目
に
「
適
塾
（
適
々
斎

塾
）」
が
あ
る
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

に
緒
方
洪
庵
が
開
い
た
蘭
学
の
私
塾
で
、
数

多
く
の
俊
英
が
集
ま
り
、
人
材
の
養
成
が
な

さ
れ
た
。
そ
の
中
か
ら
福
沢
諭
吉
、
大
鳥
圭

介
、
大
村
益
次
郎
、
佐
野
常
民
と
い
っ
た
多

く
の
明
治
維
新
の
立
役
者
を
輩
出
し
た
こ

と
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
敷
地
は 

〝
緒
方
洪
庵
旧
宅
お
よ
び
塾
〟
と
し
て
昭

和
一
六
年
（
一
九
四
一
）、
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
。
ま
た
建
物
も
大
阪
中
心
部
に
残

る
江
戸
時
代
の
町
屋
建
築
と
し
て
ほ
と
ん

ど
唯
一
の
遺
構
で
あ
り
、
そ
し
て
言
う
ま
で

も
な
く
緒
方
洪
庵
の
私
塾
と
し
て
貴
重
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
三
九
年
（
一
九
六

四
）、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。 

 

一
方
、
そ
こ
か
ら
北
東
方
向
に
三
〇
〇
ｍ

ほ
ど
離
れ
た
場
所
に
「
合
水
堂
」
と
い
う
医

学
塾
が
あ
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。
栴
檀
木
橋
を
渡
っ
た
北
側
、
現
在

大
阪
市
中
央
公
会
堂
の
建
つ
あ
た
り
で
あ

る
。
紀
州
和
歌
山
の
医
師
、
華
岡
青
洲
（
一

七
六
〇
～
一
八
三
五
）
は
有
吉
佐
和
子
の
小

説
『
華
岡
青
洲
の
妻
』
で
も
有
名
で
あ
る
。 

 

 

   

全
身
麻
酔
薬
「
通
仙
散
」
を
開
発
し
、

世
界
で
初
め
て
全
身
麻
酔
に
よ
る
乳

が
ん
の
手
術
に
成
功
し
た
。
青
洲
は
地

元
で
「
春
林
軒
」
と
い
う
医
学
塾
兼
病

院
を
開
い
た
。
入
門
希
望
者
は
多
く
あ

っ
た
が
、
和
歌
山
の
地
は
遠
方
で
あ

り
、
青
洲
は
長
男
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

和
歌
山
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
た
め
、
末
弟
の
華
岡
鹿
城
（
一
七

七
九
～
一
八
二
七
）
が
文
化
十
三
年

（
一
八
一
六
）、
地
理
的
に
便
利
な
大
阪

市
中
之
島
の
地
に
、「
春
林
軒
」
の
分

塾
と
し
て
「
合
水
堂
」
を
開
い
た
。
名

前
の
由
来
は
、
論
語
の
「
知
者
は
水
を

楽
し
む
」
に
よ
る
と
い
う
。（
そ
の
た

め
後
に
「
楽
水
堂
」
に
改
名
さ
れ
た
。）

塾
生
に
は
華
岡
流
外
科
の
高
度
な
最

先
端
知
識
や
医
療
技
術
が
教
授
さ
れ

た
。
鹿
城
を
は
じ
め
そ
の
後
を
継
い
だ

青
洲
の
養
子
の
南
洋
や
鹿
城
の
子
で

あ
る
積
軒
が
、
当
時
の
医
師
番
付
の
上

位
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

「
合
水
堂
」
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
華
岡
流
外
科
門
人
録

に
よ
る
と
門
弟
は
全
国
か
ら
集
ま
り
、 

             

 

 
 

 

 

一
七
八
〇
～
一
八
八
二
の
間
に
、
総
勢
二

二
〇
〇
人
に
も
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
の
半

数
が
「
合
水
堂
」
で
学
ん
だ
。 

 

と
こ
ろ
で
こ
の
「
合
水
堂
」
と
「
適
塾
」

は
土
佐
堀
川
を
は
さ
ん
で
至
近
距
離
に

あ
り
、
同
様
に
医
学
塾
で
あ
っ
た
た
め

か
、
両
塾
生
は
ラ
イ
バ
ル
意
識
が
強
く
、

福
沢
諭
吉
の
『
福
翁
自
伝
』
に
よ
る
と
「
毎

度
往
来
に
出
逢
う
て
、
も
と
よ
り
言
葉
も

交
え
ず
、
互
い
に
睨
み
合
う
て
行
違
う
」

と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
合
水

堂
」
の
塾
生
は
地
方
の
医
者
な
ど
の
子
弟

が
多
く
、
苦
学
生
が
多
か
っ
た
適
塾
生
に

比
し
て
裕
福
で
あ
り
、
身
な
り
も
整
っ
て

い
た
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
く
る
対
抗
意

識
と
も
と
れ
る
。 

た
だ
し
、
こ
の
記
述
は
や
や
大
袈
裟
な

表
現
の
よ
う
で
あ
り
、
両
塾
の
門
人
録
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
適
塾
生
と
し
て
有
名

な
橋
本
佐
内
や
佐
野
常
民
な
ど
は
、
後
に

合
水
堂
に
も
入
門
し
て
い
て
、
ほ
か
に
も

両
塾
に
在
籍
し
た
多
数
の
門
人
が
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
適
塾
」
で
蘭
学
、

蘭
医
学
を
学
ん
だ
後
、
よ
り
実
践
的
な
華

岡
流
外
科
医
療
を
学
ん
だ
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。 

両
塾
生
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
に

仲 

 

   

 

 

仲
が
悪
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、 

〝
良
き
ラ
イ
バ
ル
〟
と
し
て
お
互
い
を
認

め
合
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

「
適
塾
」
と
と
も
に
わ
が
国
の
医
学
の
発

展
に
寄
与
し
た
「
合
水
堂
」
を
顕
彰
す
る
た

め
、
中
之
島
の
東
洋
陶
磁
美
術
館
の
南
側
の

緑
地
に
、
石
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

く
に
お
出
か
け
の
際
は
立
ち
寄
り
、
こ
の
地

で
若
き
塾
生
た
ち
が
研
鑽
を
積
ん
で
い
た

こ
と
に
思
い
を
馳
せ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。 

                 

   

 

     

 

（４） 

適
塾
と
合
水
堂 

 

口
も
き
か
な
い
？ 

い
え
い
え
実
は
仲
が
良
か
っ
た
？  ― 

元 

大
阪
市
教
育
委
員
会 

文
化
財
保
護
課
長 

植  

木 
 
  

久 

両
塾
生
は
仲
が
悪
か
っ
た
？ 

― 

が
っ
す
い
ど
う 

つ
う
せ
ん
さ
ん 

ろ
く
じ
ょ
う 

し
ゃ
っ
け
ん 

至
近
距
離
に
あ
っ
た
適
塾
と
合
水
堂 

合水堂顕彰碑全景。横幅１.８メートルの大きな石碑です。 


